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《研究速報》

99mTc－sQ－30，217と201Tlによる心筋

　　　　シンチグラフィの比較

一
心筋梗塞例を中心として一
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　要旨　心筋血流シンチグラム用放射性医薬品として新しく開発された99mTc－SQ－30，217（SQ）を使用し，

冠動脈造影において確診された6例の虚血性心疾患を対象として，その有用性について検討した．6例．

11対のSQシンチグラムと201T1シンチグラムの欠損描出能を5名の医師によって視覚的に評価した結果，

一部の区域を除いてほぼ同等の成績が得られたe

　SQでは肝のイメージが下壁の評価に支障を来すと考えられるが，今回の下壁梗塞は比較的大きく，読影

の妨げとはならなかった．

　以上より，SQは心筋梗塞例の心筋血流評価に有用な放射性医薬品と思われる．

1．はじめに

　心筋血流シンチグラフィには，K類似体である

201T1が用いられているが，半減期，エネルギーの

点から，最適の核種といえず99mTc・標識剤による

心筋シンチグラフィ用放射性医薬品の開発が望ま

れていた．

　最近，99mTc－MIBIに関する報告1・2）がみられる

が，われわれは心筋よりの洗い出しの速い99mTc－

SQ－30，217による心筋シンチグラフィを施行して

201Tl心筋シンチグラフィと対比，欠損描出能に

っいて検討したので報告する．
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H．対象・方法

　対象は，1例を除き冠動脈造影により確診を得

た6名の虚血性心疾患例である．内訳は，陳旧性

心筋梗塞4例（うち1例は狭心症合併），急性心筋

梗塞1例，狭心症1例である．虚血部位は前壁＋

下壁1名，前壁＋中隔壁1名，下壁2名，外側壁

1名，中隔壁1名である．99mTc－SQ－30，217（以下

SQ）による検査とともに，その前1週間以内に，

201Tlシンチグラフィを行った．

　201T1検査はBruceのプロトコールに準じて，

自転車エルゴメータによる運動負荷を行い，3分

後より撮像した．再分布像は4時間後に撮像した．

SQ検査は負荷終了直前にSQ　555　MBq（15　mCi）

を静注，最初の3例では6分後，残りの3例では

2分30秒より，SPECTを撮像した．安静時の検

査は4時間後に新たに555MBq（15mCi）のSQ
を静注し，同様の条件で撮像した．

　SPECTは，　ZLC－7500（Siemens社製）カメラに

LEHRコリメータを装着，32方向（180°）よりデ

ータ収集し，Scintipac－700によってSPECT画像
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を作成した．1フレーム当りの時間はSQでは運

動負荷後，安静時（ReMing）ともに15秒，201T1で

は運動負荷後30秒，再分布時50秒とした．

　SQ　SPECTと201TI　SPECTを下壁，中隔，前

壁，側壁，心尖部の5区域に分割し，各区域にお

ける放射能分布を0（欠損なし），1．（欠損疑また

は非薄像），2．（欠損あり）の3段階に分類し，5

名の医師（核医学専従医3名，循環器内科医2名）

により読影評価を行った．

　また，肝イメージが，心筋イメージ，特に下後

壁の読影におよぼす影響について，0（全く影響な

し），1（影響を及ぼす可能性あり），2（明らかに

影響を及ぼす）の3段階に分類し，4名の核医学

専従医により評価を行った．この評価は下壁病変

の有無にかかわらず行った．

m．結　　果

　Figure　1は，201T1とSQのSPECT像を比較検

討した結果を示す．1例は，安静時の検査を行っ

ていないため，11対の検査結果における5名の医

師の平均値である．前壁（Ant）と側壁（Lat）にお

いてSQの欠損が有意に（paired　t－test）大きく評

価された．

　2区域（図中a，b）において，　SQが1．0以上

（refilling（一））であったのに，201T1は1．0以下の

スコアー（redistribution（＋））で差があった．（a）

はLAD＃6，　RCA＃1の安全閉塞，　LCXの90％

狭窄例，（b）はLAD＃6の90％狭窄，　LCXの完

全狭窄の症例であった．

　肝のイメージが心筋イメージに影響をおよぼす

程度について検討した結果では，運動負荷後のイ

メージで0．9，安静時のイメージでは0．6であった．

6例中，1例（6分後検査）では4名の医師が運動

負荷，安静時検査ともに2．0と評価した．6分後

と2分30秒後のイメージでの比較は，それぞれ3

例のみの結果であるが2分30秒後の検査で0．3，6

分後の検査では1．3と2分30秒後の検査で肝のイ

メージの影響が少なかった．
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Fig．1　Comparison　of　detectabil▲ty　of　ischemic　lesions　between　99mTc－SQ－30，217（99mTc－

　　　SQ）and　201TI　myocardial　scintigraphy．　Value　of　the　score　shows　an　average　of

　　　3radiologists　and　2　physicians．　Score　O：no　def㏄t，　Score　1：equivocal，　Score　2：

　　　defenite　defect．
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IV．考　　察

　SQは，中性の脂溶性物質で，テクネシウムジ

オキシムのメチルボロン酸付加物として知られ，

心筋への親和性が報告されている3）．

　ラット心筋への摂取率は注射後1分で，3．44％

であり，201T1の3．03％に比較して高い．しかし，

5分後には2．08％と低下し，201T1の3．30％に比

しクリアランスが早い3）．

　犬における心筋からの洗い出しは，冠動脈注入

の場合，2コンパートメントで近似でき，fastと

slow　compartmentにおけるクリアランス半減時

間はそれぞれ2．3土0．6分と20土9分と報告されて

いる4）．

　これらの報告にみられるように，SQの心筋ク

リアランスは速く，逆に肝放射能が経時的に上昇

してくるので早期よりの撮像が望まれる．

　われわれも6分後と2分30秒後より開始したイ

メージの比較で，2分30秒後からのイメージが肝

の影響が少なく，心筋イメージの評価に有利であ

った．しかし，今回はそれぞれ3例ずつであり，

肝イメージの影響が時間的因子によるものか，肝

と心の解剖学的な関係によるものか結論を下せな

い．

　肺への集積は少なく，バックグランド放射能は

小さいが，前述のように肝集積率が高く，左室下

壁後壁における欠損の評価が201Tlに比し劣ると

思われる．今回われわれの読影結果では，下壁に

おける欠損の評価は201T1と同等であったが，こ

れは，今回，対象とした症例の下壁における欠損

が大きかったことにもよる．Seldin5）も，肝の放

射能は下壁のイメージを劣化させるが，読影結果

に障害とはならなかったと報告している．

　一方，前壁と側壁におけるスコアーはSQで有

意に高く，SQの欠損が大きく評価された．この

理由としてSQイメージでは，肝放射能との関係

で，カットオフレベルなど一定としがたく，心筋

イメージ，特に欠損部が最も良好に描画されるよ

うに処理を行ったことが考えられる．この点に関

しては現在，コンピュータによる定量評価で確認
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中である．

　また今回2症例2区域において201Tl再分布イ

メージで，201Tlのスコァーが小さくなっていた

が，これは201T1の再分布率がSQの安静時分布

（refilling　rate）に比し大きかったことを示唆する．

　このような前壁，側壁の欠損描出能の差，再分

布の差などについては，両検査時期に1週間のず

れがあること，運動負荷が必ずしも両検査で同一

とならないこと，さらに前述のように，バックグ

ランドカットレベルの差異などの因子がスコアの

違いに関与すると考えられ，今後これらの条件を

同一とした上で，コンピュータ解析による定量評

価を行う必要がある．

　注射後早期のSPECTでは，　SQが心筋よりク

リアランスされている時期であり，画像のひずみ

を生ずる可能性があるが，201T1との対比では，

同等の心筋イメージが得られており，画像のひず

みなども認められなかった．現在ファントム実験

を行っており，結果を報告の予定である．

　また，早期SPECTに対しては心筋の動きの影

響が生ずると思われる．しかし，今回対象とした

症例では，2分30秒に心拍数もほとんど旧値に回

復していたので，心筋の動きの影響は少なかった

と考えられる．

　しかし，肝イメージの描出による読影への影響

は，運動負荷後の検査でやや大きく心筋の動きの

影響が肝との重なりを大きくしている可能性も考

えられた．また，コンピュータによる定量的評価，

特にBulrs　eye処理の場合やはり肝イメージの介

入が，問題となろう．

　今回臨床治験の段階でSQの利点は，（1）99mTc一

標識放射性医薬品であるため，緊急時にも使用で

きること，（2）短時間で心筋イメージを撮像でき

ることにあるといえる．

V．結　　語

　虚血性心疾患例を対象として，SQと201Tlに

よる心筋シンチグラフィを行い，両法の欠損描出

能について比較検討した．その結果，一部の区域

を除いて，両法の検出能は同等であった．また
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SQでは，肝イメージが強く下壁の評価が困難と

思われたが，読影結果に有意差はなかった．

　撮像開始時間としては2－3分以内が望ましいと

考えられた．SQは，随時に短時間で心筋イメー

ジを撮像できる点で今後有用な薬剤と考えられる．

　謝辞：読影に参加していただいた浅原　朗（JR総合病

院），佐藤成明（慈大，第二内科），窪内洋一（同，第四内

科）の諸先生に感謝する．
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Summary

A　Comparative　Study　of　Myocardial　Scintigraphy　with　99mTc－SQ－30，217

　　　　　　　　　　　and　20’Tl　in　Cases　with　Myocardia1　lnfarction

Kenji　KAwAKAMI＊，　Akira　IwAMuRA＊，　Eisuke　GoTo＊，　Yutaka　MoRi＊，

　　　Manabu　AoKi＊，　Sousuke　MIYAzAwA＊＊，　Takahiro　SHIBATA＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Takao　SHIMADA＊＊＊＊

＊1）eワa「t〃le”’of　Radio～b宮夕，＊＊1）eρart〃lent　of”　Cardio　vascular　Surger夕，＊＊＊　The　Fo〃h　Z）epa〃〃le’7’‘1ノ’ルtedi‘’i〃e，

　　　　　　　　　　　＊＊＊＊The　Third　Depa〃’nent　ofルledicine，　Jikei｛ノniversit夕Schoot　ofルfedic’〃e

　　A　comparative　study　of　myocardial　scintigraphy

with　99mTc－SQ・一　302　1　7（SQ）and　20iTl　was　perf（）rmed

in　6　patients　having　ischemic　heart　diseases　which

were　confirmed　by　the　coronary　angiography．　The

SQ　study　was　done　l　week　after　the　201TI　study．

Both　studies　were　perf（）rmed　in　exercise　and　resting

state．　Degree　of　perfusion　defect　was　compared

between　SQ　and　201Tl　SPECT　by　means　of　scoring

O－2（0：no　defect，1：equivocal，2：definite　defect）

by　five　doctors（two　physicians　and　three　radio－

10gists）．

　　Ab川ty　of　this　agent　to　detcct　the　ischcmic

lesions　was　similar　to　that　of　201TI　except　for　two

regions．　Effect　of　the　liver　image　on　the　evaluation

of　the　inferior　wall　of　the　left　ventricle　was　small

on　this　study，　although　the　hepatic　accumulation

of　the　tracer　was　prominent．

　This　agent　is　a　promising　tracer　for　the　evalua－

tion　of　myocardial　perfusion　in　the　cases　with

myocardial　infarction．

　　Key　words：99mTc－SQ－30，217，201T1，　Ischemic

heart　disease，
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